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差　　額
（決算－予算）

収　入

運営費交付金 44,305 45,491 1,186 （注１)

施設整備費補助金 3,508 3,507 △ 1 （注２)

船舶建造費補助金 0 0 0

補助金等収入 468 542 74 （注３)

国立大学財務・経営センター施設費交付金 168 168 0

自己収入 26,246 27,078 832

授業料、入学料及び検定料収入 9,598 9,701 103 （注４)

附属病院収入 15,891 16,478 587 （注５)

財産処分収入 0 0 0

雑収入 757 899 142 （注６)

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 3,738 5,591 1,853 （注７)

引当金取崩 0 274 274 （注８)

長期借入金収入 0 0 0

貸付回収金 0 0 0

承継剰余金 0 2 2 （注９)

旧法人承継積立金 0 0 0

目的積立金取崩 421 569 148 （注10)

計 78,854 83,222 4,368

支　出

業務費 54,937 54,003 △ 934 （注11)

教育研究経費 39,253 37,883 △ 1,370

診療経費 15,684 16,120 436

一般管理費 9,810 9,671 △ 139 （注12)

施設整備費 3,676 3,675 △ 1 （注13)

船舶建造費 0 0 0

補助金等 468 542 74 （注14)

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 3,738 5,227 1,489 （注15)

貸付金 0 0 0

長期借入金償還金 6,225 6,225 0

国立大学財務・経営センター施設費納付金 0 0 0

計 78,854 79,343 489
収入－支出 0 3,879 3,879

備　考

平成１９事業年度 決算報告書

国立大学法人筑波大学

（単位：百万円）

区            分 予算額　 決算額
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(注１) 運営費交付金については、平成18年度末の退職金支給対象者が見込額を下回ったため、平成18

　　　 年度から平成19年度への繰越額分が予算額に比して決算額が1,186百万円多額となっています。

(注２) 施設整備費補助金については、執行計画に変更が生じたため、予算額に比して決算額が 1百万

　　　 円少額となっています。

(注３) 補助金等収入については、受入金額が増加したため予算額に比して決算額が74百万円多額とな

　　　 っています。

(注４) 授業料については休学者等が増加したため見込額を下回ったが、入学料については入学者数が

　　　 見込者数を上回ったため、決算額としては103百万円多額となっています。

(注５) 附属病院収入については、在院日数の短縮化、手術件数の増加などの経営改善により、予算額

　　　 に比して決算額が587百万円多額となっています。

(注６) 雑収入については、主に特許権収入、不用物品売払代及び保育料収入などの増により予算額に

　　　 比して決算額が142百万円多額となっています。

(注７) 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった（国の各

　　　 組識、独立行政法人及び民間）からの受託研究の獲得に努めたことなどにより、予算額に比し

　　　 て決算額が1,853百万円多額となっています。

(注８) 引当金取崩については、主に附属病院の賞与引当金を取り崩したもので決算額が 274百万円多

　　　 額となっています。
(注９) 承継剰余金については、予算段階では予定していなかった損害賠償等があり、決算額が 2百万
　　　 円多額となっています。

(注10) 目的積立金取崩については、予算段階で予定していなかった附属病院立体駐車場等のため取崩

　　　 しを行ったため、予算額に比して決算額が148百万円多額となっています。

(注11) 業務費のうち教育研究経費については、予算段階では予定していなかった任用計画の見直しに

　　　 よる人件費の減少などにより 1,370百万円少額となっています。 また、診療経費については、

　　　 附属病院収入増に伴う医薬品及び診療材料等の増により436百万円多額となっています。

(注12) 一般管理費については、経費節減等の努力により、139百万円少額となっています。

(注13) 施設整備費については、(注２)に示した理由により、予算額に比して決算額が 1百万円少額と

　　　 なっています。

(注14) 補助金等については、(注３)に示した理由により、予算額に比して決算額が74百万円多額とな

　　　 っています。

(注15) 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、(注7) に示した理由により、予算額に比し

　　　 て決算額が1,489百万円多額となっています。

- 2 -


